
財政収支の見込（普通会計決算額ベース）

※　歳出見込額は、公共建築物の更新や都市計画事業を計画通りに予算措置した場合の金額としています。
※　歳入見込額（０．３％）については、都市計画税率改正分の０．１％分のみを見込むこととしています。
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平成３０年度以降の財政収支 歳出見込額

歳入見込額（０．３％）

歳入見込額（０．２％） 　税率を０．３％に戻さない

場合は、財源が大幅に不

足します。

　平成３０年度から平成３

９年度までの１０年間累計

の財源不足額は約７６億

円。

　投資的な事業を実施す

ることは困難です！

　１０年間累計の財源不足

額を約３０億円に抑えるこ

とができます。

※　グラフでは示していま

せんが、インフラ整備の進

展に伴う波及効果により、

実際の歳入額は、もっと

増加するものと見込んで

います。

０．３％に

戻すこと

で

扶助費及び公共建築物の更新などにより財政需要は増

大

財政需要の伸び程に歳入は増えていかない

17.3

公債費27.4

73.1

扶助費
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19.8
普通建設（都市計画）
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普通建設（その他事業）
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主要科目の歳出見込額の推移
約１4億円増加

公共建築物の更新

等により、約１４億円

増加

都市計画事業費につい

ては、財政負担の平準

化を図り、年間２４億円

程度で推移

約２４．５億円増加

公共建築物の更新・都市

計画事業に係る市債発

行額の増加により約１０

億円増加


